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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原料から生成物アルコールを生成することが可能な組み換え微生物と；
　生成物アルコールと；
　脂肪酸、脂肪アルコール、脂肪アミド、脂肪酸エステル、トリグリセリド、およびそれ
らの混合物からなる群から選択される少なくとも１種の抽出剤と
を含む組成物であって；
　前記抽出剤が、前記原料から生成される組成物。
【請求項２】
　前記抽出剤が、式Ｒ（Ｃ＝Ｏ）Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）の１種またはそれ以上の脂肪アミド
を含み、式中、
　Ｒが、独立して、１つまたはそれ以上の二重結合で場合により介在されるＣ３～Ｃ２７

のアルキル基からなる群から選択され、
　Ｒ’およびＲ”が、独立して、水素および１つまたはそれ以上のヒドロキシル基を場合
により含むＣ１～Ｃ６のアルキル基からなる群から選択される、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　前記抽出剤は、式Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－ＯＣＨＲ’ＣＨＲ”－ＯＨの１種またはそれ以上の
脂肪酸エステルを含み、式中、
　Ｒが、独立して、１つまたはそれ以上の二重結合で場合により介在されるＣ３～Ｃ２７

のアルキル基からなる群から選択され、
　Ｒ’およびＲ”が、独立して、水素およびＣ１～Ｃ４のアルキル基からなる群から選択
される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記抽出剤が、式Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－ＯＲ’の１種またはそれ以上の脂肪酸エステルを含
み、式中、
　Ｒが、独立して、１つまたはそれ以上の二重結合で場合により介在されるＣ３～Ｃ２７

のアルキル基からなる群から選択され、
　Ｒ’が、８個以下の炭素を有するアルキル基である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記抽出剤が、脂肪アミドの混合物であり、脂肪アミドの前記混合物が、リノレアミド
、オレアミド、パルミトアミド、またはステアルアミドを含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項６】
　前記抽出剤が、脂肪アミドと脂肪酸との混合物であり、脂肪アミドと脂肪酸との前記混
合物が、リノレアミド、リノール酸、オレアミド、オレイン酸、パルミトアミド、パルミ
チン酸、ステアルアミド、またはステアリン酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記抽出剤が、水酸化トリグリセリド、アルコキシ化トリグリセリド、水酸化脂肪酸、
アルコキシ化脂肪酸、水酸化脂肪アルコール、およびアルコキシ化脂肪アルコールから選
択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記抽出剤が、飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸、飽和脂肪アルコール、不飽和脂肪アルコー
ル、飽和脂肪アミド、不飽和脂肪アミド、飽和脂肪酸エステル、不飽和脂肪酸エステル、
およびそれらの混合物から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記アルコールが、Ｃ１～Ｃ８のアルキルアルコールである、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１０】
　抽出剤を生成するための方法であって：
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　油を含むバイオマスを提供する工程と；
　脂肪酸、脂肪アルコール、脂肪アミド、脂肪酸エステル、トリグリセリド、およびそれ
らの混合物からなる群から選択される抽出剤へと前記油を化学的に転化することが可能な
１種またはそれ以上の物質と前記油を接触させ、それによって、前記油の少なくとも一部
が、前記抽出剤に転化される工程と
を含む方法。
【請求項１１】
　前記油を前記１種またはそれ以上の物質と接触させる工程の前に、前記バイオマスから
前記油を分離する工程をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　生成物アルコールを生成するための方法であって：
　（ａ）オリゴ糖および油を含むバイオマスを提供する工程と；
　（ｂ）オリゴ糖を単糖類へと転化することが可能な糖化酵素と前記バイオマスを接触さ
せる工程と；
　（ｃ）（ａ）または（ｂ）の前記バイオマスから前記油を分離する工程と；
　（ｄ）前記分離された油を、１種またはそれ以上の物質と接触させて、抽出剤を形成す
る工程と；
　（ｅ）生成物アルコールを生成することが可能な組み換え微生物を含む発酵ブロスと前
記バイオマスを接触させ、それによって、生成物アルコールが生成される工程と；
　（ｆ）前記生成物アルコールを前記抽出剤と接触させる工程とを含み、
　前記抽出剤が、前記生成物アルコールのための前記バイオマスの前記油の分配係数より
高い、前記生成物アルコールのための分配係数を有する方法。
【請求項１３】
　前記抽出剤が、式Ｒ（Ｃ＝Ｏ）Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）の１種またはそれ以上の脂肪アミド
を含み、式中、
　Ｒが、独立して、１つまたはそれ以上の二重結合で場合により介在されるＣ３～Ｃ２７

のアルキル基からなる群から選択され、
　Ｒ’およびＲ”が、独立して、水素および１つまたはそれ以上のヒドロキシル基を場合
により含むＣ１～Ｃ６のアルキル基からなる群から選択される、請求項１８に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記抽出剤が、式Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－ＯＣＨＲ’ＣＨＲ”－ＯＨの１種またはそれ以上の
脂肪酸エステルを含み、式中、
　Ｒが、独立して、１つまたはそれ以上の二重結合で場合により介在されるＣ３～Ｃ２７

のアルキル基からなる群から選択され、
　Ｒ’およびＲ”が、独立して、水素およびＣ１～Ｃ４のアルキル基からなる群から選択
される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記抽出剤が、式Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－ＯＲ’の１種またはそれ以上の脂肪酸エステルを含
み、式中、
　Ｒが、独立して、１つまたはそれ以上の二重結合で場合により介在されるＣ３～Ｃ２７

のアルキル基からなる群から選択され、
　Ｒ’が、８個以下の炭素を有するアルキル基である、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１６】
　生成物アルコールを生成するための方法であって：
　（ａ）発酵槽中で生成物アルコールを生成することが可能な組み換え微生物を含む発酵
ブロスを提供し、それによって、生成物アルコールが生成される工程と；
　（ｂ）前記発酵ブロスを抽出剤と接触させて、水相および有機相を含む二相混合物を形
成する工程であって、前記有機相が、前記生成物アルコールおよび前記油を含むように、
前記生成物アルコールおよび前記油が、前記有機相中に分配される工程と；
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　（ｃ）前記水相から前記有機相を分離する工程と；
　（ｄ）前記有機相から前記生成物アルコールを分離する工程とを含み；
　場合により工程（ｂ）および（ｃ）が同時に行われる方法。
【請求項１７】
　原料スラリーを生成する工程と；
　（ｉ）水層、（ii）油層、および（iii）固体層を生成するように前記原料スラリーを
分離する工程と；
　前記水層を前記発酵槽に供給する工程と
をさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　脂肪酸、脂肪アルコール、脂肪アミド、脂肪酸エステル、トリグリセリド、およびそれ
らの混合物からなる群から選択される抽出剤へと前記油を化学的に転化することが可能な
１種またはそれ以上の物質と前記油層の前記油を接触させ、それによって、前記油の少な
くとも一部が、前記抽出剤に転化される工程をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１種またはそれ以上の物質が、水酸化アンモニウム水溶液、無水アンモニア、酢酸
アンモニウム、アンモニア水、過酸化水素、トルエン、氷酢酸、リパーゼ、およびカチオ
ン交換樹脂から選択される、請求項１０または１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記抽出剤が、脂肪酸、脂肪アルコール、脂肪アミド、脂肪酸エステル、トリグリセリ
ド、およびそれらの混合物から選択される、請求項１２または１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記抽出剤が、水酸化トリグリセリド、アルコキシ化トリグリセリド、水酸化脂肪酸、
アルコキシ化脂肪酸、水酸化脂肪アルコール、およびアルコキシ化脂肪アルコールから選
択される、請求項１２または１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記抽出剤が、飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸、飽和脂肪アルコール、不飽和脂肪アルコー
ル、飽和脂肪アミド、不飽和脂肪アミド、飽和脂肪酸エステル、不飽和脂肪酸エステル、
およびそれらの混合物から選択される、請求項１２または１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記抽出剤が、前記油が抽出剤に転化される前の生成物アルコールのための前記油の分
配係数より高い、前記生成物アルコールのための分配係数を有する、請求項１０または１
６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記生成物アルコールが、Ｃ１～Ｃ８のアルキルアルコールである、請求項１２～２３
のいずれか１項に記載の方法。
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